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自治組織役員のゆううつ
・ ・ ・ ・

 

松本大学 総合経営学部 

観光ホスピタリティ学科 

白戸 洋 

1 地域とはなにか 

 

1.1 地域づくりはいらない？ 

地域になぜ関わるようになったか/知恵のないコンサルタント/村づくりを学ぶために/

なぜ眠れるか/地域づくりはいらない？/「地域をどうするか」から「地域でなにするか」

へ/自分を真ん中において地域を考えよう/地域で自分が生きる/しかし現実には？/地域

が好きかと言われれば/理不尽なゴミ当番/閉鎖的な地縁/「今日のおかずはサンマかい？」

/個人が束縛される地域/地縁、血縁、ボス政治/女性が泣かされる/うわさと相互監視 

1.2 なぜ地域がだめになってきたのか？ 

集落の役割が変わった/豊かさが生む依存/金､行政にやってもらう/火事と葬式からみえ

る地域の衰退/地域がだめになったのではなく地域が必要とされなくなった/「つとめ」

と「つきあい」/必要性がなくなった地域の「つとめ」/「つとめ」が消えて「つきあい」

が残った/「つきあい」は本来豊かな人間関係の中にあった/声かけと動員の違い… 

1.3 身近な地域の再構築 

経済の失敗・行政の失敗/２つの震災が転機となって/15 分以内にいないことに気づいて

くれる人がいるか/白馬の奇跡と長沼の奇跡/災害はすぐに風化する/梓川の公民館役員

のゆううつ/しかし地域が本当に好きか/多様化するライフスタイル・価値観/昔はよかっ

たねと言うけれど/地域の再生ではなく地域の再構築/共通のプロジェクトが必要 

 

2 自治組織を考える 

 

2.1 なぜ自治組織が必要か？ 

自治とは嫌いな人とどうしたら一緒に生きていけるかというシステム/住民自治をどう

築くか/時間がかかるものだが、自分の事は自分でやるのが一番/地域とは異質とともに

暮らす場/様々な人の考え方をどのように調整するか/石巻で痛感した自治の必要性 

2.2 ちょっと変化が地域を変える 

よそ者教養部長の独り言/酒 2 本分の入区費/ちっとした説明が大切/横田第 6 町会の小

さな改革/町会長さんの思いに反応/一人暮らしの新住民の一言が地域を変えた/新しい

公民館ができた/来り者が雰囲気を変える 

2.3 社会関係資本としての自治組織の可能性 

運動会に人が集まらない/弱った自分を晒したくない/得点競技を見直したら/手つなぎリ

レーとビール瓶輪投げ/子どもは地域のかすがい/時代遅れの運動会の賞品/地域福祉に悩

んでいたが/地域のつながりづくりの役割を期待 

 

自治組織の在り方検討会 

基調講演 資料 R6.2.14 



2 
 

3 これからの議論のために 

 

 

① 自分のことは自分でやるのは一番という発想 

 

② 地域の現状や課題は何かから始める～ゆでガエルにならないために 

 

③ 負担を軽減するより存在価値を高める～必要なことなら負担感が少ない 

 

④ 全否定・全肯定は何も生まない～朝日村の公民館の見直しの議論から 

 

⑤ ちょっとしたことから目に見えて変えていく～惣社町会のゴミ当番・衛生部

長制度 

 

⑥ 情報の共有と分かりやすい説明・日頃のコミュニケーション 

 

⑦ やらない理由を探しに行く視察旅行にならないように 

 

⑧ 役員のＯＢを活用する 

 

⑨ 自治組織の限界を社会教育で超える～公平性・中立・全体の利益を大切にす

る自治組織 

 

⑩ 自発的な地域づくり活動との連携～入山辺のするっじゃん会の取り組み 


